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すばる望遠鏡のHSC戦略枠サーベイが目指す太陽系小天体研究
Solar system science by the Subaru Hyper Suprime-Cam survey
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2014年 3月より Hyper Suprime-Cam (HSC)による戦略枠プログラムが始まり、約 1500平方度という広い領域のサー
ベイが行われる。すばるのような大型望遠鏡を使った広領域のサーベイはこれが初めてで、r’=22-27等の太陽系小天体
が多数検出されると予想される。今までの広視野サーベイに比べてはるかに小さい天体まで検出可能であり、太陽系小
天体グループごとのサイズ分布のフェイントエンドを決定するための格好の機会である。

これまで太陽系小天体のフェイントエンドのサイズ分布を決める観測は、同じくすばる望遠鏡に搭載されているSuprime-
Camで行われてきたが、全サーベイ領域は 10平方度程度と狭く、もっと多くの天体を検出してサイズ分布の決定精度を
高める必要があった。HSCサーベイでは一桁多いサインプ数を見込めるので、メインベルトの区画（内側（S型小惑星
が大半）／中央（S・C型）／外側（C型小惑星が大半））毎のサイズ分布を決定し、小惑星組成と壊れやすさの関係を明
らかにし、小惑星帯全体としての、小惑星組成・内部構造を明らかにすることをめざす。また、天体像の広がり具合を
調べて、メインベルト内の水分布を明らかにするために重要なメインベルト彗星候補の検出もめざす。メインベルト領
域の天体の一部は、近地球天体（NEOs）へと軌道進化することが知られており、それらが地球へ水を供給したかもしれ
ない。したがって、HSCサーベイにより観測的にメインベルト全体の物質組成・分布を明らかにすることは、惑星形成
に伴う天体移動やその他の小天体の軌道進化の計算と合わせて、地球への物質輸送の様相を明らかにするための重要な
手がかりとなる。

さらに、HSCサーベイではメインベルトの外側の木星トロヤ群や太陽系外縁天体（TNOs）についても十分な検出数が
見込める。トロヤ群天体については、L4と L５群の違いについて、TNOについては、cold/hot集団間のサイズ分布差の
定量的な評価を行うことを計画している。

講演では Suprime-Camで行われたサーベイ結果の紹介も交えながら、HSCサーベイで期待される太陽系小天体研究に
ついて述べる。
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